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倉
橋
町
は
い
ま
、
町
お
こ
し
を
め
ざ
し
て
模
索
し
て
い
る
。
一
九
六

一
年
に
開
通
し
た
音
戸
大
橋
に
よ
っ
て
呉
市
と
結
ぼ
れ
た
倉
橋
町
は
、

造
船
と
鉄
で
躍
進
を
と
げ
る
呉
の
活
気
の
余
光
に
浴
し
て
い
た
。
工
場

通
勤
、
近
郊
農
業
、
漁
業
。
だ
が
構
造
不
況
下
の
今
日
、
倉
橋
町
の
置

か
れ
た
状
況
は
厳
し
い
。
活
路
は
自
ら
の
手
で
切
り
拓
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年
、
倉
橋
町
で
は
、
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
開

館
、
桂
ケ
浜
神
社
本
肢
の
重
文
指
定
、
町
史
編
纂
事
業
の
開
始
な
ど
、

自
ら
の
歴
史
と
文
化
財
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
か
か
る

歴
史
の
再
発
見
の
気
運
は
、
町
の
将
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

γ
を
い
か
に
策
定

し
て
い
く
か
と
い
う
切
実
な
課
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
的
な
課
題
を
背
景
と
し
て
企
画

さ
れ
た
、
町
史
再
発
見
の
第
一
歩
で
あ
る
。

本
書
は
、
本
文
五

O
頁
、
カ
ラ
l
写
真
二
頁
(
丸
子
山
城
全
景
、
桂

ケ
浜
神
社
本
殿
て
お
り
こ
み
地
図
(
城
跡
、
遺
跡
分
布
図
)
一
枚
の

下

育包

彦

井

向

冊
子
で
あ
り
、
表
紙
を
、
北
方
山
腹
か
ら
な
が
め
た
、
静
誼
の
安
芸
灘

を
の
ぞ
む
丸
子
山
城
本
丸
跡
の
雄
姿
が
か
ざ
っ
て
い
る
。
構
成
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

は

じ

め

に

倉
橋
多
賀
谷
氏
の
興
亡

j
i
-
-
-
j
i
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i
-
-
-
河

合

正

治

丸
子
山
城
跡
と
そ
の
考
察
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
西

本

省

三

資
料
編

一
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
を
め
ぐ
る
遺
跡

二
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
を
め
ぐ
る
文
献

三
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
関
係
地
図

河
合
正
治
氏
「
倉
橋
多
賀
谷
氏
の
興
亡
」
は
、
安
芸
海
賊
衆
に
つ
い

て
の
著
者
年
来
の
見
解
(
南
北
朝
期
に
お
け
る
伊
予
衆
の
北
上
〉
を
基

礎
に
し
な
が
ら
、
随
所
に
新
知
見
を
お
り
こ
ん
で
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
の

歴
史
を
描
く
。
ま
ず
、
木
浦
小
林
に
鎮
座
す
る
春
日
社
を
、
平
安
末

t
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鎌
倉
期
の
摂
関
家
領
平
等
院
拝
装
束
料
所
の
倉
橋
荘
時
代
に
、
藤
原
氏

の
氏
神
春
日
社
か
ら
荘
の
鎮
守
神
と
し
て
分
冊
さ
れ
た
も
の
と
想
像

す
る
。
悠
久
の
過
去
に
属
す
る
史
料
上
の
わ
ず
か
の
記
載
が
、
に
わ
か

に
身
近
で
現
実
的
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
倉
橋
多
賀
谷
氏
は
、
関
東

御
家
人
に
出
自
を
も
ち
(
本
貫
は
武
蔵
国
多
賀
谷
)
、
南
北
朝
期
に
伊
予

北
条
郷
か
ら
北
上
し
て
倉
橋
島
に
拠
点
を
置
き
、
室
町

l
戦
国
期
に
一

貫
し
て
大
内
氏
に
臣
従
し
つ
づ
け
、
厳
島
合
戦
を
前
に
毛
利
氏
に
滅
ぼ

さ
れ
る
。
そ
の
多
賀
谷
氏
と
大
内
氏
の
緊
密
な
主
従
関
係
を
、
桂
ケ
浜

神
社
本
肢
の
文
明
十
二
年
椋
札
に
み
え
る
「
平
朝
臣
弘
重
」
(
多
賀
谷

氏
は
本
姓
平
氏
)
が
大
内
政
弘
の
一
字
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
神
社
蔵
大
般
若
経
が
大
内
氏
の
氏
寺
興
隆
寺
住
僧
に
よ
っ
て
書
写

さ
れ
、
大
内
氏
か
ら
多
賀
谷
氏
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
・
な

ど
か
ら
具
体
的
に
う
ら
づ
け
る
。
ま
た
年
未
詳
八
月
三
十
日
付
白
井
賢

胤
宛
て
陶
晴
賢
書
状
(
白
井
文
書
)
に
み
与
え
る
手
負
・
軍
忠
状
十
一
通

に
注
目
し
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
滅
亡
が
厳
島
合
戦
前
の
弘
治
元
年
八
月
で

あ
り
、
多
賀
谷
氏
滅
亡
に
さ
い
し
て
、
陶
方
警
固
奉
行
人
白
井
賢
胤
が

救
援
に
向
か
い
、
毛
利
勢
と
戦
っ
て
多
数
の
負
傷
者
を
出
し
て
撃
退
さ

れ
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き

た
倉
橋
多
賀
谷
氏
の
動
向
を
、
之
し
い
史
料
と
、
現
地
の
文
化
財
に
よ

っ
て
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。

た
だ
、
厳
島
合
戦
後
の
毛
利
時
代
の
叙
述
が
、
ほ
と
ん
ど
『
芸
州
倉
橋

浦
風
土
記
』
の
伝
承
に
依
拠
し
て
い
る
点
が
お
し
ま
れ
る
。
厳
島
大
願

寺
文
書
の
「
倉
橋
新
蔵
充
勝
吉
書
状
」
か
ら
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き

る
村
落
・
民
衆
の
動
向
、
『
譜
録
』
山
本
藤
左
衛
門
直
矩
家
伝
書
の

「
芸
州
倉
橋
島
領
知
仕
居
候
処
、
元
就
公
厳
島
御
合
戦
之
瑚

J
奉
仕
地

ノ
三
ケ
島
桧
垣
・
山
県
・
山
本
之
間
家
、
御
船
手
磐
田
役
相
勤
候
通
申

伝
俣
、

j
i
-
-
其
後
隆
景
公
高
匝
御
渡
海
之
節
、
宮
王
丸
与
申
御
船
御

預
被
成
御
供
仕
:
:
:
」
の
記
事
に
み
え
る
、
毛
利
時
代
の
倉
橋
島
給
人

山
本
氏
(
か
つ
て
の
呉
衆
の
総
帥
山
本
氏
の
一
族
だ
ろ
う
)
の
存
在
、

な
ど
に
注
目
し
た
い
。

西
本
省
三
氏
「
丸
子
山
城
跡
と
そ
の
考
察
」
は
、
多
賀
谷
氏
居
城
丸

子
山
城
跡
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
丸
子
山
城
は

。

や

ま

倉
橋
湾
に
向
か
っ
て
突
出
し
た
火
山
支
尾
根
の
先
端
丘
陵
を
縄
張
り
と

し
、
突
端
部
を
掘
り
切
り
で
独
立
さ
せ
て
内
郭
(
木
丸
・
二
の
丸
・
三

の
丸
な
ど
)
、
外
郭
を
配
し
た
水
牢
放
で
あ
り
、
本
丸
跡
の
段
々
畑
の
石

己

し

守

る

わ

き

り

ぎ

し

垣
を
腰
郭
、
「
挟
之
岸
」
の
小
字
名
を
斜
面
を
切
り
落
と
し
た
切
岸
の

名
残
り
と
み
、
湾
入
部
を
崎
隠
し
、
崎
溜
り
と
み
た
て
る
。
丘
陵
最
高

部
の
平
坦
面
、
背
後
の
掘
り
切
り
は
、
水
軍
技
の
特
徴
を
示
し
て
お

り
、
往
時
を
訪
印
と
さ
せ
る
が
、
耕
地
化
に
よ
り
か
な
り
の
変
容
を
担

っ
て
い
る
は
ず
の
現
在
の
地
形
に
、
そ
の
ま
ま
中
世
山
域
の
一
般
モ
デ

ル
の
機
能
と
名
称
を
あ
て
は
め
て
よ
い
も
の
か
、
素
人
と
し
て
は
素
朴

な
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
丸
子
山
域
と
有
機
的
に
連
繋
す
る

支
域
群
に
つ
い
て
は
、
資
料
編
一
の
口
「
丸
子
山
域
を
め
ぐ
る
域
と
砦
」

あ
さ

に
詳
し
い
が
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
字
重
臣
の

担
制
き
こ

「
域
ケ
涯
」
、
大
迫
の
「
拍
隠
し
」
、
色
ケ
首
の
「
故
山
」
な
ど
の
地
名

は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
丸
子
山
城
を
中
心
と
す
る
支
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域
の
配
置
を
水
軍
の
一
般
戦
術
(
攻
撃
・
防
禦
〉
、
多
賀
谷
氏
を
と
り

ま
く
政
治
動
向
な
ど
と
関
わ
ら
せ
て
、
全
島
規
模
で
有
機
的
に
と
ら

え
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
音
戸
町
と
倉
橋
町
の

境
界
線
に
あ
る
倉
橋
側
釣
土
田
の
「
大
城
戸
」
、
音
戸
側
先
奥
の
「
城

戸
」
の
小
字
は
、
倉
橋
多
賀
谷
氏
と
波
多
見
島
に
拠
る
対
抗
勢
力
の
対

峠
関
係
を
想
像
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
都
市
化
・
工
場
化
に
よ
っ

て
次
々
と
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
芸
南
沿
海
地
方
、
芸
予
諸
島
の
多
く
の

水
牢
城
跡
の
な
か
で
、
倉
橋
丸
子
山
城
は
保
存
状
態
の
良
好
な
数
少
な

い
事
例
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
精
密
な
調
査
・
研
究
が
望
ま
れ
る
。
芸

南
地
方
の
水
牢
城
跡
の
現
状
の
総
合
的
調
査
の
必
要
も
強
く
感
じ
る
。

資
料
調
で
は
、
域
跡
の
他
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
桂
ケ

浜
神
社
本
殿
、
同
神
社
文
明
十
二
年
椋
札
、
永
正
十
一
年
墨
書
、
多
賀

谷
氏
基
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
、
海
越
土
佐
守
基
と
伝
え
ら
れ
る
宝
陸

印
塔
、
白
翠
寺
石
仏
、
厳
島
神
社
宮
棚
守
房
顕
「
房
顕
覚
書
」
が
記
す

多
賀
谷
氏
関
係
記
事
二
八
世
紀
に
西
蓮
寺
住
職
性
添
が
編
述
し
た
『
芸

州
倉
橋
浦
風
土
記
』
第
一
巻
「
古
事
談
門
」
の
多
賀
谷
氏
興
亡
の
部
分

を
紹
介
す
る
。

と
も
あ
れ
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
倉
橋
町
の
人
々
に
対
し
て
、

自
ら
拠
っ
て
立
つ
べ
き
倉
橋
島
の
海
と
山
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
た
祖
先
の

営
み
の
う
ち
、
中
世
の
部
分
が
よ
う
や
く
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
に
し
は
じ

め
た
。
倉
橋
は
徹
頭
徹
尾
、
海
に
生
き
る
島
で
あ
っ
た
。
古
代
・
近
世

・
近
代
の
歴
史
は
そ
の
事
実
を
さ
ら
に
深
く
っ
き
つ
け
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
原
点
に
立
っ
て
、
倉
橋
町
は
い
ま
、
町
お
こ
し
の
道
を
模
索

し
て
い
る
c

〈

B
5
版
五
二
頁
昭
和
六
十
一
年
三
月
安
芸
郡
倉
橋
町
発
行
。

賠
入
御
希
望
の
方
は
、
一

T
m
引
安
芸
郡
倉
橋
町
四
三
一
倉
橋
町
教

育
委
員
会
宛
て
に
、
直
接
お
申
込
み
下
さ
い
。
定
価
一
、
ご
一

O

円
)


